
科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

食薬理学

梅垣　敬三、小島　彩子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

本科目は、学科専門教育科目（A）に該当する選択科目である。「病態生理学」および「系統別疾病学」で学習した内容を

踏まえて理解されたい。「臨床栄養学Ⅱ」「臨床栄養学Ⅲ」「臨床栄養学Ⅳ」とも関連性がある。

②科目の概要

食品成分も医薬品と同様に一つの化学物質としてとらえ、それら物質の人体に対する作用を薬理学的な観点から理解するた

めの基礎知識を習得する。その基礎知識を踏まえて、食品と医薬品の違い、相互作用、安全性・有効性の評価に関する事項

を理解し、氾濫する食品情報に適切に対応でき、さらに傷病者の栄養管理にも対応できる知識を習得する。

③学習目標

テキストに対応したプリントを随時配布する。テキストを事前によく読み、講義中はプリントの内容を補いながら講義内容

を理解してほしい。学習目標は以下の３点である。

・食品と医薬品の相違について正しく理解する。

・いわゆる健康食品の安全性・有効性を踏まえた適正な利用方法を理解する。

・各種疾患で使用される治療薬について、その作用に関する基礎的な知識と、食品成分との相互作用について理解する。

内容

1 総論　食品と医薬品の特性と区分

2 総論　薬理学の基礎的知識

3 総論　食品成分および医薬品の体内動態（吸収・分布）

4 総論　食品成分および医薬品の体内動態（代謝・排泄）

5 総論　食品成分および医薬品の体内動態に影響を与える因子

6 総論　食品-医薬品相互作用の事例

7 総論　医薬品およびいわゆる健康食品による健康被害

8 総論　食品と医薬品の安全性・有効性評価

9 総論　いわゆる健康食品をとりまく現状と保健機能食品制度

10 各論　治療薬の作用機序と、薬の体内動態に影響する因子（代謝・内分泌疾患作用薬）

11 各論　同上（末梢神経および中枢神経作用薬）

12 各論　同上（循環器系作用薬）

13 各論　同上（呼吸器系作用薬および消化器系作用薬）

14 各論　同上（免疫・アレルギー系作用薬および抗感染症薬）

15 まとめ

評価

レポート（30％）、ペーパーテスト（70％）により評価を行い、60点以上を合格とする。合格点に満たなかった場合



は再試験を実施する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】川添禎浩・古賀信幸編　栄養科学シリーズNEXT『栄養薬学・薬理学入門』講談社サイエンティフィク

【推薦書】安原一・小口勝司編　『わかりやすい薬理学』　ヌ－ヴェルヒロカワ

渡辺他編著　『クスリのことがわかる本』　地人書館　499.1/K

独立行政法人国立健康・栄養研究所監修 『健康・栄養食品アドバイザリースタッフ・テキストブック』　第一出版

田中正敏著　『薬はなぜ効くか』　講談社　491.5/T



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

食品商品学

増沢　光信

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択,必修＊

2

フードスペシャリスト

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格：当学科の皆さんは、それまでに「食物学」「食品学」「食材料学」「調理学」「栄養学」「食品流通論」「

食文化論」など多くの科目を学んできている。それらの知識の多くは学問的、学術的なものである。しかし現実の社会の中

では、各食商品は商品学的な枠組みの中で流通し消費されている。この科目は、食品に関する学問的知識を現実の食品流通

、消費に見合う形に再編成するものである。また、毎年１２月に実施される「フードスペシャリスト資格テスト」に備える

内容ともなっている。

②我が国における食料消費の現状、現実に流通、消費されている各食商品のマーケテイング及び食商品各論などを学修し、

食品市場に溢れている各食商品に関する知識を向上させると同時に、我が国において現実に生産、流通、販売、消費されて

いる食商品の実態と関連分野とのつながりについて理解を深める。

③学修目標：基本的には教科書に沿って授業を進めるが、テーマによっては最新情報などを補足的に説明する。その場合は

、別途資料「授業の要点」を配布する。授業は黒板に要点を書きながら進める。教科書、資料及びノートをよく整理して理

解する。

内容

1 我が国における食料消費の現状

2 我が国の食生活がかかえる課題

3 我が国の食料自給率

4 我が国の食料産業の現状

5 食商品の分類

6 中食市場の成長と食品マーケット

7 持続可能なマーケテイングと食商品学、我が国食品市場の特徴

8 食品の安全、安心の保証と食品の表示、規格制度

9 消費者の視点から見た食商品とこれからの食生活

10 食商品各論１―高温販売食品

11 食商品各論２－常温流通食品

12 食商品各論３－低温流通食品

13 食商品各論４－冷凍食品

14 食商品各論５－伝統食品、その他の食品

15 まとめ

評価

授業終了時のペーパーテスト（７０％）及び中間点でのレポート（３０％）より６０点以上を合格として評価する。合格点

に満たなかった場合は再試験を行う。



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

教科書：梅沢昌太郎、長尾精一著「食商品学」日本食糧新聞社を使用する。

参考書：農林水産省編「食料・農業・農村白書」(財）農林統計協会。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

フードスペシャリスト論

沢野　勉

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択,必修＊

2

フードスペシャリスト

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

○フードスペシャリスト資格取得のための必修科目。関連科目のレビューとして、１年次で履修している大学もあるが、本

学では全体のまとめと資格試験に近い時期を考慮して4年次での履修となっている。

○食品の生産と消費との間の諸問題に目を向ける。流通から消費にいたるまで、食品の本質を知ると同時に、関連する法律

も理解する必要がある。また国際化の時代、国際的な食の課題を知ることも求められる。本講では資格試験受験を前提とし

て、広い視野からこれを解説する。

○フードスペシャリスト論の問題は6問、指定テキストから出題される。資格試験を考慮して、テキストを中心に以下15

回の内容にしたがって講義する。

内容

1. フードスペシャリストが求められる時代背景；食品素材の多様化／食生活の変遷と消費行動／食品の表示と規格／国

際化の時代と食品／フードスペシャリストの活動分野と今後の展望

2. フードスペシャリストに求められる技術；食品の化学的・物理的評価／食品の官能評価／食品の安全性と鮮度／分析

技術の発達と食品の品質評価

3. 食品の規格と鑑別・検査；食品規格の歴史と必要性／JAS（日本農林規格）と公正競争規約／食品と行政・監督官

庁／個別食品の鑑別と方法論／検出限界と単位の知識

4. 食品のおいしさと生理・心理；味覚と味覚物質／大脳生理学と食欲／大切な食品の情報的要素／他

5. 調理法の発達と伝承技術；各地に発達した調理法と献立／食卓の演出と酒類／家庭の調理から集団調理へ／食の社会

化と外食・中食／職人芸の系譜とマニュアル社会

6. 食環境と嗜好性；食習慣の定着と環境要因／人口環境と食品の季節性消失／食品消費の季節変動／他

7. 食品と情報；増大する情報の生産と消費のギャップ／食品情報の必要性／生産者情報と消費情報／テレビCMの功罪

／情報の質と量／食の情報発信―味の表現／食関係の雑誌と情報ソース／他

8. 食品の安全と消費者保護；製造物責任制度とPL法／消費者運動の歴史／消費者意識の高揚とメーカーの対応／消費

者センターと自治体の対策／国民生活センターの役割／有機農産物と認証制度

9. 外食産業とフードスペシャリスト；食品流通の広域化と流通技術／スーパーマーケット・コンビニエンスストアの現

状／POSと消費動向／増大するHMRの需要／外食産業売上げランキング

10. 人類と食環境；人類の誕生とグレートジャーニー/火の利用と食物の拡大/のうの発達と乳汁

11．風土と食環境；狩猟から農耕へ/世界の農耕文化/食環境と宗教

12．日本民族と食環境；日本列島への人類の到達/日本列島への食物の伝播

13．現代の食生活とフードビジネス；フュージョンフード/輸入の増大/バーチャルウォ―ター

14．フードスペシャリスト試験へも対応；過去の問題と出題動向

15．まとめとフードスペシャリスト試験に準じたペーパーテスト

評価

筆記試験を2度行い、各各30点、70点で評価、60点以上を合格とする。



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】日本フードスペシャリスト協会編　『三訂　フードスペシャリスト論』　建帛社



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

フードコーディネート論

茂木　美智子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 必修＊,選択

2

フードスペシャリスト

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

１.ねらい

(1)科目の性格　フードスペシャリスト資格の認定機関が必修と定めた科目です。平成24年度からこの科目の包括範囲

とテ キストの改訂が行われましたので、指定テキスト以外の旧版のテキストでは注意が必要です。

(2)科目の概要　フードコーデイネートとは、広い概念で用いられる用語であり、食材の生産、調達、料理、調理、献立

、食卓構成、食事にかかわる条件やその環境を調整することすべてがフードコーデイネートに含まれます。専門の基礎知識

に加え、実践的なスキルも含みます。

(3)学修目標　食をとりまく環境が流動的でかつ速度を速めているなかで、フードスペシャリストがフードビジネスの世

界において応用の効く実践力、コーデイネート能力を養成します。限られた講義時間でその実力を養成するため、最新の画

像やメデイア情報で補いながらすすめます。

内容

第1回　フードコーデイネートの基本理念とこの科目、職種の意味（第1章）

単位認定、レポート課題の説明

第2回　食の企画の実践コーデイネート（８章）　　レポート課題再説明

第3回　日本における食生活の現状（総論）

第4回　食事の文化（第2章）

第5回　世界の料理様式と食事文化（2章、5章）

第6回　メニュープランニング（5章）

第7回　メニュプラニング（5章）　中間のまとめ　模擬試験、および第一回レポート提出

第８回　食卓のコーデイネート（3章）

第９回　食卓のコーデイネート、サービスとマナー（3章、4章）

第10回　サービスとマナー（4章）

第11回　なぜそれを選択するのかーフードビジネスの必要度―

第12回　食空間のコーデイネート（6章）

第13回　食空間のコーデイネートとキッチンの作業性（6章）

第14回　フードマネジメント（7章）　　　　　　　第二回レポート提出

第15回　フードマネジメントと演習（7章）

以上の順序は、授業の進捗度・理解度等により変更が発生する場合もあります。

評価

筆記試験（模擬試験含め2回）50％および演習レポート（２回）50％。合格は６０％以上とし、未達の場合、追試など

は大学規定による。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）



[教科書] 社）日本フードスペシャリスト協会編、三訂フードコーデイネート論、建帛社、2012　ISBN 978-4- 7679-0440-5

推薦図書、参考図書、推奨する雑誌、インターネット媒体などは、各章ごとに紹介します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

介護概論

新井　幸恵

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

科目の性格:「社会保障論」、「要介護者のための生活支援」と連動して介護を要する利用者、その家族への支援の視点と

技法を学ぶ。利用者の尊厳を支える基本的な介護に関する基礎知識、基礎的な技法を学ぶ。

科目の概要：高齢化が進行する社会では、高齢者も障害を持ち身体的、心理的、社会的なニーズが増す。学生自身の家族や

自身の体験から、障害の種別を超えて介護への経験も増してきた。しかし、当事者は介護を受ける客体ではなく人生の主体

として、生活への支障を持ちながらも生き生きと暮らすことを望んでいる。介護技術が生きる意欲を励まし、暮らしを豊か

にする手立てとして有効に活用できるよう、年齢特性、障害特性や様々な社会的特性に応じた生活支援技術を学ぶ。

学修目標：１）介護に寄せる当事者の暮らしのニーズを理解する

　　　　　２）当事者の尊厳を支える生活支援技術プロセスを習得する

　　　　　３）環境の整備、身支度、家事支援に関する技法を習得する

内容

1 介護福祉の基礎：当事者主体、生活文化の視点

2 介護が展開される場、人の理解

3 睡眠・寝室の整え（１）ベットメーキングの実際

4 睡眠・寝室の整え（２）安楽な体位移動支援

5 自立に向けた居住環境

6 清潔の支援（１）口腔ケア

7 清潔の支援（２）足浴とフットケア

8 身支度の支援技術（１）　衣服の選択や着脱の支援

9 身支度の支援技術（２）

10 食の支援（１）嚥下職を作る　食べる

11 食の支援（２）食事介助と医療的ケア

12 社会参加への支援（１）車いす体験

13 社会参加への支援（２）ブラインドウｵーク

14 介護に活用されるレクリエーション

15 まとめ

評価

提出物３０点　筆記試験７０点　６０点以上を合格とする

合格に達しない場合には再試験を行う



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

教科書：柴田範子「生活支援技術１」ミネルヴァ

推薦書：井上千津子編「介護の基本」ミネルヴァ

        社会福祉法人共同福祉会「介護の基本」クリエイツかもがわ



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

社会保障論

片居木　英人

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

　この科目は、主に社会保障の全体（基本）を学ぶものである。人間福祉学科の社会保障論Ⅰと同時開講である。

　講義では、社会保障の意義・目的・機能、社会保障の歴史（国内及び諸外国の動向)、負担と給付のあり方、社会保障制

度改革の意味や方向性といった事柄を順次学んでいく。

　学修目標は次の3点である。①現代社会における社会保障制度の課題（少子高齢化と社会保障の関係を含む）について理

解することができる。②社会保障の概念や対象及びその理念等について、その発達過程を含めて理解することができる。③

社会保障制度の体系と概要について理解する。

内容

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

ｺﾏ数

 １　人口動態の変化、少子高齢化

 ２　労働環境の変化（男女共同参画、ワークライフバランス等を含む）

 ３　社会保障の概念と範囲

 ４　社会保障の役割と意義

 ５　社会保障の理念

 ６　社会保障の対象

 ７　社会保障制度の発達（諸外国）

 ８　社会保障制度の発達（日本）

 ９　社会保障の財源

 10　社会保障給付費

 11　国民負担率

 12　社会保険と社会扶助の関係

 13　社会保険の概念と範囲

 14　社会扶助の概念と範囲

 15　授業全体の総まとめ

評価

中間課題レポート30％、筆記試験70％とし、60点以上を合格とする。合格点に満たなかった場合には再レポートを提

出してもらう。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【使用テキスト】阿部裕二編『社会保障－社会保障制度　社会保障サービス 第3版』弘文堂

【推薦書】　　　推薦書及び参考図書については、必要に応じて、授業で随時紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

池川　繁樹

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Aクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

井手　隆

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Bクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

井上　久美子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Cクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

岩本　珠美

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Dクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

木村　靖子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Eクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

栗﨑　純一

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Fクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

小林　三智子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Gクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

志村　二三夫

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Hクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

田中　茂

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Jクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

0Kクラス

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

長澤　伸江

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Lクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

名倉　秀子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Mクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

服部　富子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Nクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

濱口　恵子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Pクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

森　三樹雄

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Qクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

小谷　スミ子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Rクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

卒業研究

山本　茂

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

通年

0Sクラス

選択

4

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

この科目は、食物栄養学科専門教育科目（B）に配置され、3年・4年連続履修の選択科目である。テーマの設定からはじ

まり、そのテーマをどのように展開するかを計画し、その計画に基づいて最終的には、2年間（3年次・4年次）の研究成

果を卒業論文としてまとめる。このことにより社会に出てからの課題探求能力を高めるとともに、研究室に所属する事によ

りコミュニケーション能力など人間性の形成にも役立てることを目的とする。

内容

指導教員と相談しながらテーマの設定や方法を決める。方法は各研究室指導教員によって異なり、文献などを調査してその

なかに含まれる内容、データなどを分析し、その現状や問題点についてまとめる、実際に調査を行い、その結果を分析し、

まとめる。また、動物実験など実験を行って結果を得、その結果をまとめるなどいろいろ考えられる。卒業研究は、履修登

録前に各指導教員によるガイダンスが設けられる。各教員に相談することをすすめる。

評価

指導教員が論文作成の過程などを考慮し、作成した論文に基づいて判定する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業時に指示します。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

要介護者のための生活支援

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

2Aクラス

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

ソーシャルワークやケアワーク、ケアマネジメントを始めとする、社会福祉の専門的援助行為は、利用者と援助者の人間的

な関係性によって成り立つ。ここに対人援助職といわれる福祉実践の特徴がある。それゆえ将来、食物栄養等の専門性を切

り口に対人援助職を目指す学生は専門的援助関係の基礎となる対人関係そのものを築き、生きていく力を形成することが求

められる。これは他者への十分な理解および自分自身への理解をそれぞれ深めていく力であると言い換えられる。この授業

では対人援助の専門的援助関係を学び、それを形成していくのに必要な学生自身の自己覚知を深めることをねらいとする。

内容

1.オリエンテーション

２．自己覚知＜１～４＞

３．価値観と他者理解＜１～５＞

４．援助関係とコミュニケーション＜１～５＞

評価

授業ごとのふりかえりのレポートおよび最終レポートと授業態度をあわせて評価する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

教科書は使用しない。必要に応じて適宜、資料を配布する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

要介護者のための生活支援

安岡　芙美子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

後期

2Bクラス

選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

ソーシャルワークやケアワーク、ケアマネジメントを始めとする、社会福祉の専門的援助行為は、利用者と援助者の人間的

な関係性によって成り立つ。ここに対人援助職といわれる福祉実践の特徴がある。それゆえ将来、食物栄養等の専門性を切

り口に対人援助職を目指す学生は専門的援助関係の基礎となる対人関係そのものを築き、生きていく力を形成することが求

められる。これは他者への十分な理解および自分自身への理解をそれぞれ深めていく力であると言い換えられる。この授業

では対人援助の専門的援助関係を学び、それを形成していくのに必要な学生自身の自己覚知を深めることをねらいとする。

内容

1.オリエンテーション

２．自己覚知<１～４>

３．価値観と他者理解<１～５>

４．援助関係とコミュニケーション＜１～５＞

評価

授業ごとのふりかえりのレポートおよび最終レポートと授業態度をあわせて評価する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

教科書は使用しない。必要に応じて適宜、資料を配布する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

要介護者のための生活支援

安岡　芙美子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

後期

2Cクラス

選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

ソーシャルワークやケアワーク、ケアマネジメントを始めとする、社会福祉の専門的援助行為は、利用者と援助者の人間的

な関係性によって成り立つ。ここに対人援助職といわれる福祉実践の特徴がある。それゆえ将来、食物栄養等の専門性を切

り口に対人援助職を目指す学生は専門的援助関係の基礎となる対人関係そのものを築き、生きていく力を形成することが求

められる。これは他者への十分な理解および自分自身への理解をそれぞれ深めていく力であると言い換えられる。この授業

では対人援助の専門的援助関係を学び、それを形成していくのに必要な学生自身の自己覚知を深めることをねらいとする。

内容

1.オリエンテーション

２．自己覚知<１～４>

３．価値観と他者理解<１～５>

４．援助関係とコミュニケーション＜１～５＞

評価

授業ごとのふりかえりのレポートおよび最終レポートと授業態度をあわせて評価する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

教科書は使用しない。必要に応じて適宜、資料を配布する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

食のリスクアナリシス論

齊藤　登

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

食品に関係する人が必ず身につけておかなければならない食品安全の基本となる考え方を学ぶ科目である。栄養学、食品化

学等を安全性の観点から理解する上で必要な基盤を提供する。

②科目の概要

食品安全の基礎となるリスクアナリシスの考え方とその具体的な適用について理解する。

③学修目標

リスクアナリシスの考え方を理解する。

リスクアナリシスの国際的な展開について理解する。

わが国のリスクアナリシスの実施体制について理解する。

わが国でのリスクアナリシスの具体的な適用について理解する。

リスクアナリシスの今後の展開方向について理解する。

内容

1 はじめに　リスクアナリシスとは何か　その歴史的展開

2 リスクアナリシスの３要素

3 国際機関の取り組み(Codexを中心に)　諸外国の取り組み

4 日本での導入の経緯　検討の流れ

5 食品安全基本法の制定と食品安全委員会の設立　リスク評価機関としての食品安全委員会の役割

6 リスク管理機関（その１）　厚生労働省の役割

7 リスク管理機関（その２）　農林水産省などの役割

8 事例研究（その１）　農薬のケース

9 事例研究（その２）　食中毒原因微生物のケース

10 事例研究 (その３)　放射性物質のケース

11 食にかかわる関係者の役割

12 リスクコミュニケーション

13 表示制度と消費者庁の役割

14 食品安全にまつわるいくつかの話題　今後の展開方向など

15 まとめ

評価

レポート（３０％）、筆記試験（７０％）　６０点以上を合格とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）



必要に応じプリント配布する。

【参考図書】新山陽子編　(2004)　食品安全システムの実践理論　昭和堂

　　　　　　日本食品衛生学会編集　(2009)　食品安全の事典　朝倉書店

　　　　　　中谷内一也 (2008) 安全。でも、安心できない (ちくま新書746）筑摩書房



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

特別専門調理学実習

名倉　秀子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

1

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

  この科目は食物栄養学科専門教育科目（B)に位置づけられ，これまで配置された調理学実習Ⅰ～Ⅳを学んだ後に，さ

らに調理学のスキルを磨くための科目である．

 　実習では，日本料理，西洋料理，中国料理，和菓子，洋菓子，中華菓子等をその専門家がデモンストレーションし，そ

の後に実際に調理を実施し，料理を仕上げ，その料理を味わうという流れで実施される．多種多様な料理を実習することに

より，それぞれの調理技法や様式の異なる食の文化を学びます．なお，実習の材料には費用がかかるため, これについて

は初回の授業時に説明する．

　学修目標は，専門家が行う調理を，自らが科学的に分析し，調理作業の工程と技を理解する．様式別の料理の特徴を理解

する．料理を通して食の文化を理解する．

内容

1 日本料理について　その1

2 日本料理について　その2

3 西洋料理について　その1

4 西洋料理について　その2

5 中国料理について　その1

6 中国料理について　その2

7 和菓子について　その1

8 和菓子について　その2

9 洋菓子について　その1

10 洋菓子について　その2

11 中華菓子について

12 フルーツのカッテングについて

13 料理とそのサービスについて　その1

14 料理とそのサービスについて　その2

15 まとめ

評価

通常の実習授業での取り組み（50％），学修目標に基づくレポートおよび試験（50％）により評価する．合格は60％

以上とする．

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）



 授業開始時に,テキストや参考書を紹介する．



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

保健指導カウンセリング論（演習を含む）

徳野　裕子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

後期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格；保健指導カウンセリング論は、運動および栄養領域における栄養カウンセリングをより実践的な方法で技術

を習得することを目的とする。これまで学んだ基礎的知識の復習とカウンセリング手法を利用しながら正確に利用できるよ

うに訓練する。

②科目の概要：これまで学んできたカウンセリング手法と栄養指導方法について確認しながら、他の角度からも”指導”と

いうものを考えていく。動画媒体を利用しながら、自分を中心に行動変容していくか考えていく。必要なコミュニケーショ

ン技術も実習する。

③学修目標；

１. 様々な側面から行動変容について考える。

２．実践的な保健指導を身につける。

内容

1.保健指導に必要なプレゼンテーションについて、ビデオ媒体を使用しながら考えていく。どのようにしたら、対象者が

自ら考え、自ら変化していくかを、段階に応じて考えていく。

2．ブレイストーミング方法を取り入れながら、自分自身で解決したい項目について、少しずつ行動変容へ導く形を作って

いく。

3．最後に、組み立てていった内容について、内容を膨らませ、発表する。

評価

レポート4割、媒体作成、教育方法やその技術の習得状況6割から総合的に評価し、60点以上を合格とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】プリントを配布する。

【参考図書】教室で紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

実践臨床カウンセリング論（演習を含む）

岩本　珠美

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

  本科目は食物栄養学科専門教育科目(B)に位置づけられている。臨床栄養学，栄養教育論で学んだ栄養食事療法や栄

養教育の技法を基に臨床における栄養カウンセリングの理論と技術を学ぶ。

②科目の概要

　患者の行動変容を促すためには，その人の考え方や気持ちを引き出し，行動修正をする方法を導入する必要がある。それ

には，管理栄養士はガイダンス，コンサルテーションおよびカウンセリングの手法を理論的，体験的に習得することが求め

られる。本科目では，栄養カウンセリングの基本的な理論と技法を学び，実際の場面でどのように使用するかをロールプレ

イにより学修する。さらに，状況に応じた栄養カウンセリングの特徴や方法を疾患別に学ぶ。

③学修目標

1．栄養カウンセリングの基本的な考え方を理解する。

2．栄養カウンセリングを行うために必要な基本姿勢を習得する。

3．栄養カウンセリングの基本的な技法を習得し，コミュニケーション能力を高める。

内容

1 栄養カウンセリングの意義と必要性

2 健康行動科学の理論

3 栄養カウンセリングの基本姿勢（1）

4 栄養カウンセリングの基本姿勢（2）

5 基本技法と展開（1）

6 基本技法と展開（2）

7 基本技法と展開（3）

8 糖尿病患者の栄養カウンセリング（1）

9 糖尿病患者の栄養カウンセリング（2）

10 肥満患者の栄養カウンセリング

11 脂質異常症患者の栄養カウンセリング

12 高血圧患者の栄養カウンセリング

13 慢性腎臓病患者の栄養カウンセリング

14 透析患者の栄養カウンセリング

15 まとめ

評価

授業での発表（40%），レポート（60%）を総合して評価する。

2/3以上出席することで評価を受けることができる。



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】プリント配布

【推薦書】宗像恒次　編 『栄養指導と患者ケアの実践ヘルスカウンセリング』　医歯薬出版(株)



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

食と環境

小谷　スミ子

人間生活学部（H）-食物栄養学科専門教育科目（Ｂ）

4

前期 選択

2

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

「食」と「環境」という、これまで別々に議論されてきた2つの分野の関連を問い、両者のつながりを明らかにすることを

通じて、環境問題をより日常的な関係性の中で捉えなおし、地球環境に対する理解を深めることを目的とする。飽食や肉食

志向、外食化といった現代日本の食のあり方が地球環境の劣化につながっていることはそれほど容易に理解できない。それ

を理解するには、食と環境をつなぐ概念が必要である。食から環境を見ることで、食と環境を結ぶ数え切れないほどの繋が

りや環境を構成する多様なつながりに私たち人間が依存していることが理解される。

内容

第1回　食と環境を学ぶにあたって

第2回　食からみえる生物多様性の危機

第3回　生物多様性を保全する取り組み

第4回　日本のフードシステムの環境負荷(1)　フード・マイレージ、仮想水

第5回　日本のフードシステムの環境負荷(2)　エネルギー消費原単位とCO2排出原単位

第6回　日本の食の変化、輸入の増加と自給率の低下、生産・就業構造の変化

第7回　食をめぐる状況、世界の食生活と食料生産、日本の食生活の変化

第8回　水と環境(1)　人間は水からできている、水は循環する資源

第9回　水と環境(2)　関東の水資源、生活の水づくり

第10回　水と環境(3)　生活の水の価値、環境都市の水循環と水の価値

第11回　地球規模の環境問題、地球温暖化による影響

第12回　水循環に与える影響、水災害

第13回　動植物への影響、農業への影響

第14回　健康への影響、ヒートアイランド現象

第15回　これからの食と環境、まとめ

評価

期末テスト60点、レポート30点、講義への参加度10点により評価を行い、60点以上を合格とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】若森章孝編著、良永康平・樫原正澄・和田康彦・吉田宗弘・森隆雄・吉田佳寿子・杉本貴志・吉野夕子著、『食

と環境－問われている日本のフードシステム－』、晃洋書房、2008、¥2,835

【推薦書】唐澤豊編著、食と緑の環境科学－農林業の多面的機能とその活用－、2008、信濃毎日新聞社、¥1,680


